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第 1 章 統治：スィースィー政権下の政治 




本章では、2013 年 7 月に始まり 2015 年 10～12 月の議会選挙をもって完了した政治的
移行期をスィースィー体制形成期と見なし、その間の統治の構造を考察する。
2013 年 6 月 30 日に頂点に達したムルスィー政権への大規模な抗議運動（「6 月 30 日革
命」）を背景にした軍事クーデターによってムルスィー大統領は排除され、軍主導の下で新
たな政治的移行（第 2 移行期）が出発することになった。このムルスィー後の統治において




その典型的な例が、エジプトの近現代史で前例のない多数の死者を出した 2013 年 8 月 14
日のラバア事件（「暗黒の水曜日事件」）であった。













第 1 節 2 つの「革命」と 2 つの移行過程 
1.1 「1 月 25 日革命」後の政治的諸局面 
「1 月 25 日革命」後のエジプトは 4 つの政治的局面に区別することができる。第 1 の局
















まれ、2013 年 6 月 30 日の大規模な抗議集会（「6 月 30 日革命」）へと発展し、軍の介入を
もたらした。
第 3 の局面は、ムルスィー政権が排除され、代わって最高憲法裁判所長官アドリー・マン













第 1 章 統治：スィースィー政権下の政治 
ムルスィーの大統領の復帰を要求する反対派を排除しようとして暫定政権が行った強硬な
政策によって、組織的な暴力が生まれ多数の犠牲者を生み出した。








以上の 4 つの政治的局面のうち、以下では軍事クーデター後の第 3 および第 4 の局面、
すなわちリセットされた移行期（第 2 移行期）について詳しく考察する。第 3 局面をなす
マンスール暫定政権では軍、すなわちスィースィー国防相が事実上の権力を掌握していた
ことから、第 2 移行期をスィースィー政権の形成期と見なすことにする。そして第 2 移行






















2014 年 1 月に実施された国民投票で承認された改正憲法（2014 年憲法）は、移行後のエ
ジプトの統治構造を制度的に規定する枠組みとなった。2014 年憲法は、ムルスィー政権下
における権力闘争だけでなく、「1 月 25 日革命」後の流動的な権力闘争への反動として理解




れていたが（鈴木 [2013, 222-224]）、2014 年憲法ではそれが一段と強められた。国防大臣
の任命が今後 2 期にわたる大統領任期（計 8 年間）においては軍最高評議会の承認を条件
とすると規定された（第 234 条）。また、軍最高司令官としての大統領の宣戦権に関する第












司法に関しては、第 185 条と第 186 条において司法組織の自律性と裁判官の独立性がよ
り強められた。またアズハル機構やコプト正教会など公的な宗教機構の役割については、第
3 条、第 4 条、および第 7 条において重視する方向が示された。それらは、ムルスィー政権
下の 2012 年憲法で初めて規定された条文を基本的には継承するものであった。2012 年憲
法において維持された 1971 年憲法のシャリーア（イスラーム法）規定、すなわちシャリー
ア原則を立法の主要な法源として規定する第 2 条に続いて、第 3 条では「エジプト人のキ
リスト教徒およびユダヤ教徒のシャリーアの原則は、彼らの身分、宗教的事柄および精神的
指導者の選出を組織する諸立法の主要な法源である」（竹村 [2014 (上), 151]）とした。




直前の 2014 年 6 月に決定した「政治的諸権利の行使に関する法」および「代議院法」とい
う 2 つの法律を通して一層強固になった。議会選挙法とも呼ばれる代議院法（共和国大統
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領決定 2014 年法律第 46 号）は、暫定政権、すなわち軍がどのような統治戦略を描いてい
たかを推測する手掛かりを与えてくれる。それは選挙制度の設計が示すもので、個人選出制
度と政党リスト選挙制度からなる選挙方式の制度設計において、個人選出議席数が全体の




























を主張した。国際社会に大きな衝撃を与えた 2013 年 8 月のラバア事件は、エジプト社会内
部で和解が困難な 2 つの勢力の間の亀裂の大きさを物語るものであった。 
主流メディアが愛国主義を増幅させた背景には、テロと社会不安の拡大があった。ムルス
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 スィースィー政権の正統性の源泉は、2013 年 7 月にムルスィー内閣の国防相として反ム
ルスィー政権抗議運動に結集した多数の「国民の意思」を軍事介入によって実現したことに
求められる。それを背景にして、スィースィーはさらに「国民の意思」に応える形で大統領
選挙に立候補し、2014 年 5 月に実施された大統領選挙では 97％の圧倒的得票率で当選を果
たした。だが、投票率の想定外の低さから、選挙管理高等委員会は投票初日に投票期間を当
















  2014 年 1 月に改正憲法が公布されてから 2016 年 1 月 10 日に新議会が発足するまでの
間に、約 340 もの数の法律が制定された（Bahaa-Eldin [2016a]）。ある報告によれば、2014
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年 6 月のスィースィー政権成立以降でも、大統領権限の下に少なくとも 263 の法令および
決定が公布されたという。その内訳は、経済・投資分野（49 件）、政治・社会分野（34 件）、






たとえば、スィースィー政権発足直後の 2014 年 6 月に発令された大学法改正と、それに
続いて翌年 1 月に発令された大学教員懲罰法など、一連の大学関係の法改正において学生













第 2 節 統治の構造と機構 














されたのは、「1 月 25 日革命」によって分裂状況に陥っていた国家機構の再建であり、とり
わけそのためには政権の中核となる自らの権力基盤を形成し、それを強固にすることであ
った。

















相としてムルスィー大統領を追放する役回りを演じた（USC News [2014]、Al-Maṣrī al-
Yawm [2012]）。 
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2.2  権力基盤の再編 
スィースィーにとって出身母体である軍は最も重要な権力基盤であったが、「1 月 25 日
革命」後の混迷する政治状況の中で短期間の間に国防相、そして大統領に就任したスィース
ィーは、軍内部に確固たる側近グループを形成する必要に迫られていた。それを可能にした
のが、改正憲法が 2014 年 1 月の国民投票によって承認されて成立した翌月、マンスール大
統領が行った軍および SCAF の再編に関わる 2 つの大統領令（法律第 18 号、第 20 号）の
発布であった。










な権限を付与することを意味した。この 2 つの大統領令に基づいて、スィースィーは 3 月











2.3  内閣と県知事 





























の成立後まもなく任命された新任の県知事 18 人のうち 11 人が軍出身であり、2 人が元警
察幹部であった。スィースィー政権下で最初の県知事異動では知事に任命された軍出身者
は少なかったが、2015 年 12 月の異動では 11 人の新任知事のほとんどが軍および内務省出
身者で占められた。治安対策を強く意識した県知事の布陣であると理解することができる。 
2.4 治安機関のネットワークの再建 
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が人権団体を中心にして批判の的になったが、「1 月 25 日革命」から 4 年間の間にムバー
ラク政権 30 年間における軍事法廷での被告数をすでに上回った。軍事クーデター後の国内
社会が分裂する様相のなかでその傾向が続いてきた（McRobie [2014]）。とりわけ「議会な














安の状況は改善される見込みがない。2014 年に比べると 2015 年にはテロ事件が大幅に増
加した。テロ攻撃は地域的に見るとエジプト各地に分散する傾向が見られる（TIMEP [2015]）
が、それでも大規模な軍部隊が展開するシナイ半島北部で治安を回復できない深刻な状況
が続いている。そこでは 2014 年 10 月に施行された非常事態令が 2015 年になっても解除
されないで延長が繰り返されてきた。 
 抗議行動については、2013 年 6 月 30 日の抗議行動から 2015 年までの期間について調査
した結果によれば、およそ 5 万 5000 件もの抗議行動が計測された。抗議規制法が制定され
た同年 11 月以降抗議行動は減少する傾向を示し、スィースィー政権発足後の一日平均の抗
議行動の件数は 29.1 となった。この数はムルスィー政権下の 38.6 件よりも少ないが、ムバ
ーラク政権最後の 2008 年から 2010 年の間の一日あたり平均件数に比べると、そのおよそ
 13 |  
 
 第 1 章 統治：スィースィー政権下の政治 
5 倍も多いという（Holmes and Baoumi [2016]）。 
抗議行動の中で労働争議はストを禁ずる政府の方針によって 2015 年にはその前年に比

































 第 2 に、国家の行政機構相互および内部における対立や不満が持続していることである。
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（Baheyya [2015]; Stevenson [2015]）。 
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それを示唆するのは、2015 年 3 月 1 日の最高憲法裁判所による「選挙区法」の違憲判決で
あった。選挙区法は、その前年の 2014 年 12 月に選挙区画定委員会の原案を内閣が承認し
た後に国家行政裁判所に送られ、そこで修正されて、最高選挙管理委員会の承認を経て大統
領決定として制定されたものであり、司法府の助言あるいは協議の下で法案化されたと考
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